
大

陸
（
中

支
）
　 

在
支
防
空
隊
敢
闘
記
　 香

川
県
　
西
山
定
雄
　 

私
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
二
月
一
日
、
香
川
県

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
、
徴
兵
検
査

を
受
け
、
甲
種
合
格
で
し
た
。
昭
和
十
九
年
三
月
一
日
、
広
島

西
部
第
六
部
隊
へ
現
役
入
営
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
我
が
家

の
家
庭
の
状
況
は

父
　
　
健
在
　
農
業
　
（
田
三
反
五
畝
、
畑
八
畝
）

母
　
　
〃
　
　
〃

本
人
　
〃
　
　
長
男
　
呉
海
軍
工
■
勤
務
（
徴
用
）

妹
　
　
〃
　
　
学
生

妹
　
　
〃
　
　
〃

と
い
う
こ
と
で
、
私
が
兵
役
に
入
っ
て
も
格
別
に
困
る
こ
と
も

な
い
普
通
の
家
庭
条
件
で
し
た
。

町
内
で
は
同
じ
日
に
二
人
の
入
営
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

も
十
九
年
と
も
な
る
と
防
諜
対
策
の
こ
と
も
あ
り
、
盛
大
な
歓

送
風
景
は
な
く
平
凡
な
も
の
で
、
身
内
の
者
の
さ
さ
や
か
な
人

数
の
程
度
の
も
の
で
し
た
。
香
川
の
故
郷
よ
り
広
島
市
へ
と
独

り
で
旅
立
ち
ま
し
た
。

最
初
は
船
舶
防
空
兵
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
編

成
の
仕
直
し
ば
か
り
で
、
兵
種
名
も
任
務
内
容
も
コ
ロ
コ
ロ
変

わ
る
始
末
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
二
日
出
発
、
博
多
、
釜
山
、
牡
丹
江

へ
。
さ
ら
に
四
月
十
一
日
、
牡
丹
江
出
発
、
ハ
ル
ピ
ン
へ
。
続

い
て
列
車
で
満
州
を
南
下
す
る
。
車
中
で
同
郷
の
同
年
兵
の
井



原
、
矢
吹
、
阿
部
の
諸
君
と
一
緒
に
な
り
話
が
は
ず
む
。

列
車
は
山
海
関
を
通
過
。
こ
れ
よ
り
戦
地
勤
務
と
な
り
ま

す
。
車
窓
よ
り
万
里
の
長
城
を
望
む
。
感
無
量
で
、
河
南
省
開

封
駅
で
下
車
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
出
発
以
来
一
週
間
の
貨
物
列

車
の
旅
は
終
わ
り
ま
し
た
。

開
封
の
街
は
平
穏
で
、
街
角
に
は
野
菜
や
饅
頭
な
ど
を
売
る

露
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
黄
河
の
流
域
で
、
黄
砂
が
強
い
風

に
舞
い
、
視
界
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
先
も
見
え
な
い
。
支
給
さ
れ

た
防
塵
眼
鏡
が
役
立
つ
の
が
こ
れ
で
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
塵

の
中
で
中
国
人
は
平
気
で
食
物
を
口
に
運
ん
で
い
る
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。
我
々
を
出
迎
え
て
く
れ
た
曹
長
殿
の
長
い
髭
も
黄

砂
に
ま
み
れ
、
も
の
も
の
し
い
姿
で
し
た
。

部
隊
本
部
ま
で
車
輌
で
到
着
。
部
隊
長
の
訓
示
。

「
諸
氏
達
の
先
輩
は
つ
い
先
刻
ま
で
南
岸
の
覇
王
城
で
戦
っ

て
い
た
。
諸
氏
も
先
輩
に
負
け
ぬ
よ
う
立
派
に
戦
っ
て
ほ
し

い
」
と
。
覇
王
城
に
は
中
国
軍
で
有
名
な
湯
恩
伯
将
軍
の
率
い

る
精
鋭
軍
が
対
峙
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
私
達
の
配
属
さ
れ

た
戦
車
第
一
師
団
防
空
隊
は
、
部
隊
長
が
船
曳
大
佐
で
あ
り
、

高
射
砲
二
個
中
隊
、
砲
八
門
、
機
関
砲
四
個
中
隊
、
砲
二
四
門

の
車
輌
編
成
部
隊
で
し
た
。
そ
の
任
務
は
戦
車
師
団
の
防
空
援

護
で
あ
り
ま
し
た
が
、
作
戦
の
末
期
に
は
湘
桂
作
戦
に
参
加

し
、
軍
の
防
空
部
隊
と
し
て
諸
部
隊
の
渡
河
地
点
、
橋
梁
の
通

過
援
護
に
日
夜
の
別
な
く
行
動
を
続
け
ま
し
た
。
撃
墜
七
十
七

機
の
偉
勲
は
上
聞
に
も
達
し
た
栄
誉
部
隊
で
し
た
。

我
々
は
ひ
と
ま
ず
黄
河
南
岸
に
陣
地
を
構
築
し
、
黄
河
大
橋

梁
の
防
空
の
任
に
つ
き
ま
し
た
。
北
支
の
河
南
作
戦
が
始
ま

り
、
黄
河
南
岸
で
黄
河
鉄
橋
防
衛
中
隊
を
残
し
て
、
さ
ら
に
部

隊
の
中
か
ら
我
が
第
六
中
隊
は
軌
道
歩
兵
連
隊
と
同
行
援
護
を

命
ぜ
ら
れ
、
部
隊
主
力
と
別
れ
て
作
戦
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
同
郷
の
矢
吹
君
と
別
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
一
日
、
昌
平
北
方
へ
夜
行
軍
中
、
敵
の
強

い
反
撃
に
遭
遇
し
、
部
隊
は
一
時
進
攻
を
停
止
し
ま
し
た
。
十

九
時
三
十
分
頃
よ
り
身
辺
に
敵
弾
が
集
中
し
て
く
る
。
こ
こ
ま

で
来
る
間
に
、
白
砂
鎮
で
前
田
君
戦
死
、
中
島
君
が
竜
門
で
戦

死
、
運
転
中
の
渋
谷
君
は
下
肢
大
■
骨
切
断
の
重
傷
、
山
脇
伍

長
殿
も
大
出
血
で
戦
死
、
ラ
ッ
パ
手
の
竹
内
さ
ん
は
膝
蓋
骨
上

部
貫
通
銃
創
と
死
傷
者
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。



中
隊
は
石
仏
窟
で
有
名
な
竜
門
へ
と
向
か
い
ま
し
た
が
、
私

達
五
人
は
戦
死
者
の
火
葬
を
命
ぜ
ら
れ
て
残
留
し
、
荼
毘
に
付

し
、
そ
の
遺
骨
を
胸
に
渡
河
し
、
本
隊
に
合
流
す
る
た
め
竜
門

を
目
指
し
ま
し
た
。

竜
門
か
ら
洛
陽
へ
向
か
う
道
路
は
、
洛
陽
へ
洛
陽
へ
と
進
撃

す
る
各
部
隊
で
混
乱
を
極
め
、
我
々
は
こ
の
渦
の
中
か
ら
脱
し

よ
う
と
考
え
、
道
路
を
外
れ
て
友
軍
歩
兵
の
散
兵
線
を
さ
ら
に

前
進
し
よ
う
と
前
に
出
た
時
、
歩
兵
陣
か
ら
「
五
〇
メ
ー
ト
ル

前
方
に
敵
の
陣
地
が
あ
る
。
危
な
い
！
　
下
が
れ
！
」
と
怒
鳴

ら
れ
、
驚
い
て
後
退
し
よ
う
と
し
た
時
、
敵
陣
か
ら
一
斉
射
撃

を
う
け
ま
し
た
が
、
歩
兵
の
援
護
射
撃
の
お
か
げ
で
一
命
を

拾
っ
た
と
い
う
胆
を
冷
や
し
た
一
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

河
南
作
戦
は
洛
陽
陥
落
で
終
了
。
敵
将
湯
恩
伯
軍
は
西
安
に

退
却
、
本
隊
は
こ
れ
を
追
撃
し
て
霊
宝
作
戦
へ
と
移
り
ま
し

た
。
こ
の
作
戦
間
、
歩
兵
に
協
力
の
命
を
受
け
た
第
六
中
隊

は
、
霊
宝
に
向
か
い
追
撃
戦
に
移
り
、
敵
陣
地
攻
撃
の
際
、
歩

兵
は
散
開
攻
撃
位
置
に
つ
き
、
我
々
は
そ
の
後
方
に
布
陣
し
、

攻
撃
開
始
と
共
に
、
不
意
に
現
わ
れ
た
敵
の
ト
ー
チ
カ
か
ら
熾

烈
な
射
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
た
め
歩
兵
の
突
入
は
一
時
頓

座
す
る
か
に
見
え
た
瞬
間
、
我
が
機
関
砲
は
正
確
な
集
中
射
撃

を
ト
ー
チ
カ
に
浴
び
せ
敵
を
■
送
さ
せ
、
我
が
歩
兵
の
突
入
が

成
功
す
る
と
い
う
劇
的
な
場
面
を
展
開
し
ま
し
た
。

作
戦
開
始
以
来
、
お
互
い
に
消
息
を
絶
っ
て
い
た
本
隊
が
た

ま
た
ま
こ
の
攻
撃
部
隊
の
直
後
に
進
出
し
て
い
た
の
で
、
我
が

中
隊
の
こ
の
有
効
射
撃
を
目
撃
し
て
い
た
の
で
し
た
。
お
互
い

に
感
激
の
一
時
で
し
た
。
私
達
は
洛
陽
攻
撃
後
、
中
隊
主
力
と

別
れ
て
黄
河
橋
梁
の
対
空
援
護
の
た
め
黄
河
南
岸
へ
引
き
返
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
四
月
二
十
八
日
、
Ｂ24

コ
ン
ソ
リ
デ
ー

テ
ッ
ト
二
十
一
機
に
よ
る
黄
河
大
橋
梁
爆
撃
の
件
が
あ
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
。

私
達
は
入
営
以
来
一
度
も
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
こ
と
な

く
、
い
き
な
り
戦
線
に
投
入
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
戦
陣
そ
の
も

の
が
初
年
兵
教
育
で
し
た
。
こ
の
橋
梁
警
備
二
十
日
間
が
私
達

の
初
年
兵
教
育
で
し
た
。
私
達
の
第
六
中
隊
は
八
九
式
高
射
機

関
砲
隊
で
二
〇
ミ
リ
口
径
の
砲
を
装
備
し
、
陸
軍
の
中
で
最
新

の
対
空
射
撃
の
優
秀
砲
を
装
備
し
て
い
ま
し
た
。「
射
撃
速
度



が
い
ち
じ
る
し
く
速
く
、
移
動
軽
快
、
中
空
以
下
の
敵
機
に
対

し
て
迅
速
軽
易
に
射
撃
を
行
う
に
適
す
」
と
こ
の
砲
の
特
性
の

暗
唱
を
繰
り
返
し
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
二
〇
ミ
リ
口
径
二
〇

発
弾
倉
、
曳
光
弾
使
用
、
軽
快
回
転
自
在
、
車
載
に
て
移
動
敏

速
な
ど
の
特
長
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
四
日
、
黄
河
南
岸
を
出
発
、
湘
桂
作

戦
に
参
加
の
た
め
漢
口
の
偕
行
社
屋
上
に
中
隊
は
布
陣
、
集
結

部
隊
の
対
空
援
護
に
つ
き
ま
し
た
。

同
十
九
年
八
月
末
、
湘
桂
作
戦
に
参
加
。
漢
口
、
長
沙
、
衝

陽
、
霊
陵
、
全
県
、
桂
林
、
つ
い
に
柳
州
へ
到
着
し
飛
行
場
警

備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
昭
和
二
十
年
正
月
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
こ
に
至
る
間
は
、
全
く
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
苦
難
の
連

続
で
し
た
。

ま
ず
、
長
沙
の
直
前
の
黒
石
頭
に
は
九
月
二
十
五
日
到
着
、

湘
江
支
援
左
岸
に
布
陣
し
て
い
た
中
隊
が
昼
食
後
「
爆
音
！
」

と
監
視
■
の
叫
び
声
、「
定
位
置
に
つ
け
！
」
隊
長
号
令
が
あ

り
敵
機
発
見
、
Ｂ25

爆
撃
機
二
機
、
Ｐ38

一
機
、
Ｐ5

1

五
機
。

ま
ず
爆
撃
機
が
急
降
下
爆
撃
態
勢
に
移
る
。
そ
の
直
前
を
隣
接

す
る
第
二
中
隊
の
高
射
砲
が
弾
幕
を
浴
び
せ
る
。
間
髪
を
入
れ

ず
に
我
が
第
六
中
隊
の
機
関
砲
が
Ｐ51

の
編
隊
を
相
手
に
一
斉

に
火
蓋
を
切
る
。
六
門
の
砲
口
か
ら
凄
ま
じ
い
勢
い
で
火
の
帯

が
虹
の
よ
う
に
敵
機
目
指
し
て
噴
き
上
げ
ら
れ
る
。
た
ち
ま
ち

敵
機
の
周
り
を
包
ん
で
し
ま
う
。

Ｐ51

の
編
隊
は
パ
ッ
と
散
り
、
二
、
三
機
は
左
に
、
三
、
四

機
は
反
転
し
て
西
方
の
山
陰
へ
遁
走
す
る
。
Ｂ25

よ
り
投
下
の

爆
弾
は
橋
梁
よ
り
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
地
点
に
落
下
、

ド
ド
ド
ン
と
轟
音
す
さ
ま
じ
く
爆
発
し
ま
し
た
。
渡
河
地
点
は

び
く
と
も
せ
ず
、
無
事
で
し
た
。

敵
の
反
転
攻
撃
を
予
期
し
て
待
機
中
、
予
想
通
り
Ｐ5

1

機
が

中
隊
目
指
し
て
突
っ
込
ん
で
来
ま
し
た
。「
や
る
か
」「
や
ら
れ

る
か
」
の
一
瞬
、
眼
鏡
手
の
■
を
敵
弾
が
え
ぐ
り
と
り
、
砲
身

や
付
近
の
砲
手
に
赤
い
血
潮
を
浴
び
せ
る
が
、
眼
鏡
手
は
ひ
る

ま
ず
敵
機
を
眼
鏡
で
追
い
続
け
る
。
敵
機
は
■
走
、
後
で
彼
は

衛
生
隊
へ
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
行
軍
の
間
こ
ん
な
対
空
戦
闘
を
毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返

し
な
が
ら
の
行
軍
で
し
た
。
足
の
早
い
機
関
砲
中
隊
は
先
行

し
、
陣
地
を
敷
き
、
戦
車
部
隊
の
通
過
を
援
護
し
な
が
ら
前
進



し
ま
し
た
。

高
射
砲
中
隊
は
、
敵
機
の
不
意
の
急
襲
の
都
度
、
戦
死
者
や

重
傷
者
を
出
す
な
ど
必
死
の
追
及
行
軍
で
す
。
Ｐ51

に
弾
薬
車

を
撃
ち
抜
か
れ
て
火
薬
爆
発
の
寸
前
、
決
死
的
消
火
で
辛
う
じ

て
爆
発
を
免
れ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

山
中
の
桐
の
実
が
あ
ま
り
に
も
赤
々
と
見
事
な
の
で
、
そ
れ

を
食
べ
て
下
痢
を
し
た
り
、
連
日
の
悪
路
運
転
で
疲
労
の
極
に

達
し
た
運
転
手
が
つ
い
居
眠
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
横
転
さ
せ
た

り
、
重
な
る
困
苦
と
の
戦
い
の
連
続
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
正
月
頃
か
ら
反
転
作
戦
に
移
行
。
私
達
は
柳
州

北
方
二
〇
キ
ロ
地
点
の
重
要
な
橋
梁
の
存
在
す
る
脚
板
州
の
防

空
警
備
の
任
務
で
こ
こ
に
残
留
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
橋

梁
の
確
保
が
反
転
す
る
友
軍
の
死
命
を
制
す
る
重
要
な
任
務
で

し
た
。
反
転
作
戦
は
攻
撃
作
戦
と
異
な
り
、
心
理
的
に
寂
し
い

気
持
ち
に
な
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

こ
こ
ら
で
閑
話
休
題
。
私
個
人
の
こ
と
を
述
べ
ま
す
。

機
関
砲
一
門
に
つ
き
人
員
六
人
で
す
。

第
一
砲
手
　
　
　
一
人

弾
薬
手
　
　
　
　
三
人

観
測
手
　
　
　
　
一
人

距
離
　
　
　
　
　
一
人

計
　
　
　
　
　
六
人

私
は
第
一
砲
手
で
し
た
。
任
命
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
す
。

私
は
何
も
か
も
判
ら
ぬ
ま
ま
広
島
の
部
隊
に
入
り
、
屯
営
生
活

も
ほ
と
ん
ど
無
い
状
態
で
満
州
へ
、
更
に
中
国
へ
と
移
り
ま
し

た
。
そ
し
て
初
年
兵
教
育
は
即
実
戦
で
の
教
育
で
し
た
。

敵
機
が
来
る
と
他
の
部
隊
は
急
い
で
隠
れ
る
。
そ
れ
に
反
し

て
私
の
部
隊
は
第
一
線
と
な
り
対
空
射
撃
を
す
る
。
ま
た
敵
機

が
い
な
い
間
は
対
空
監
視
で
あ
る
。
何
か
チ
グ
ハ
グ
の
感
も
し

た
も
の
で
す
。
た
だ
公
平
で
あ
っ
た
こ
と
は
マ
ラ
リ
ア
に
か
か

り
毎
日
十
四
時
頃
に
四
〇
度
の
熱
が
出
て
苦
し
ん
だ
こ
と
で

す
。
マ
ラ
リ
ア
だ
け
は
他
の
部
隊
と
公
平
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
砲
の
射
撃
目
標
は
敵
の
飛
行
機
で
す
。
時
と
し
て
敵
の
戦
車

を
射
ち
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
鉄
板
を
貫
通
し
て
破
壊
す
る
力
は
な

い
の
で
す
が
脅
し
で
す
。
嬉
し
か
っ
た
の
は
敵
機
を
目
前
で
射

ち
落
し
た
こ
と
で
す
。



さ
て
、
六
月
四
日
正
午
頃
陣
地
内
で
昼
食
を
終
わ
っ
て
休
憩

時
間
の
時
、
青
木
小
隊
長
殿
は
砂
糖
黍
を
う
ま
そ
う
に
■
っ
て

い
ま
し
た
。
突
然
爆
音
が
迫
り
Ｐ51

四
機
が
接
近
、
そ
の
内
の

二
機
が
真
上
か
ら
急
降
下
し
つ
つ
銃
撃
を
加
え
つ
つ
接
近
、

ダ
ー
ダ
ー
ダ
ー
と
耳
を
劈
く
掃
射
を
浴
び
せ
て
き
ま
す
。
杉
浦

分
隊
長
は
一
番
砲
手
井
上
上
等
兵
の
肩
に
合
図
し
て
「
撃

て
！
」
と
命
令
。
友
軍
は
反
撃
射
を
敵
に
浴
び
せ
ま
す
。
敵
弾

の
嵐
は
私
の
身
辺
を
か
す
め
、
私
の
五
メ
ー
ト
ル
後
方
の
青
木

小
隊
長
に
集
中
し
ま
し
た
。
小
隊
長
殿
は
左
胸
部
左
足
先
、
大

■
部
そ
の
他
全
身
に
七
弾
を
浴
び
て
敵
機
を
睨
み
な
が
ら
即
死

散
華
で
し
た
。

こ
の
状
況
下
で
杉
浦
分
隊
長
は
「
小
隊
の
指
揮
は
、
杉
浦
が

と
る
！
」
と
大
声
で
叫
び
、
指
揮
交
替
、
対
空
戦
闘
は
数
分
で

終
わ
り
ま
し
た
。
橋
梁
は
無
事
で
し
た
。
小
隊
長
殿
の
霊
に
仕

え
ま
し
た
。
日
頃
や
さ
し
い
人
格
の
方
で
、
兵
の
信
頼
を
得
、

任
務
に
忠
実
な
幹
候
出
身
の
隊
長
で
し
た
。

五
日
、
六
日
と
敵
機
の
橋
梁
に
対
す
る
反
復
攻
撃
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
敵
の
二
機
が
偵
察
に
先
行
し
、
次
の
二
機

が
接
近
降
下
、
爆
弾
投
下
と
手
順
を
定
め
襲
撃
を
繰
り
返
し
ま

す
。
我
々
防
空
隊
の
必
死
の
反
撃
で
、
そ
の
都
度
、
橋
梁
確
保

の
大
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
、
黄
沙
舗
に
お
い
て
終
戦
を
知
り

ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
、
黄
沙
舗
出
発
、
反
転
開
始
。

昭
和
二
十
年
八
月
末
、
長
沙
に
お
い
て
武
装
解
除
し
漢
口
に

集
結
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
五
日
、
漢
口
出
発
、
江
西
省
■
陽
湖
畔

の
中
国
人
部
落
で
捕
虜
生
活
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
末
、
帰
国
命
令
、
湖
口
を
出
発
し
南
京

へ
上
陸
、
鉄
路
上
海
へ
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
、
上
海
飯
田
桟
橋
よ
り
「
大

瑞
丸
」
に
乗
船
、
出
港
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
三
日
、
鹿
児
島
上
陸
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日
、
解
隊
式
、
再
起
再
会
を
約

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
と
名
残
り
つ
き
な
い
別
れ
を
し
た
。

な
お
、
昭
和
五
十
年
神
戸
で
、
以
後
東
京
、
名
古
屋
、
松

山
、
鹿
児
島
、
仙
台
、
新
潟
、
熊
本
で
戦
友
会
を
開
き
旧
交
を

温
め
て
い
ま
す
。



復
員
後
、
昭
和
二
十
二
年
結
婚
。
現
在
夫
婦
共
に
元
気
。
子

は
男
、
女
、
女
と
三
人
、
孫
は
六
人
、
皆
元
気
で
す
。
香
川
県

出
身
の
同
部
隊
同
年
兵
相
寄
り
相
睦
み
、
老
体
の
無
事
を
喜
ぶ

幸
せ
に
感
謝
し
、
中
国
大
陸
に
散
っ
た
英
霊
の
御
冥
福
を
、
御

家
族
の
御
多
幸
を
祈
る
こ
と
切
で
あ
り
ま
す
。

大
陸
に散

華
の
戦
友
を
偲
び
て
　 

兵
庫
県
　
横
田
芳
郎
　 

私
は
兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
福
田
で
生
育
し
ま
し
た
。
家
族

は
両
親
の
元
に
姉
・
兄
・
私
・
妹
二
人
の
五
人
兄
弟
で
し
た
。

父
は
鉄
道
貨
物
取
扱
運
送
業
を
営
み
、
順
調
な
生
計
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
、
病
気
に
て
他
界
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
丈
な
母
親
の
お
陰
で
兄
弟
仲
良
く
無
事

に
成
長
し
ま
し
た
。

私
は
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
旧
制
県
立
中
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
学
校
の
周
辺
は
第
十
師
団
管
下
の
各
兵
科
の
兵
営
並
び

に
広
い
練
兵
場
等
が
あ
り
、
完
全
な
軍
都
で
し
た
。
中
学
の
教

科
の
中
に
配
属
将
校
担
当
の
軍
事
教
練
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、

野
外
演
習
な
ど
、
相
当
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
四
年
生
の

時
に
、
陸
軍
士
官
学
校
や
海
軍
兵
学
校
へ
の
軍
人
志
望
者
の
募

集
に
応
じ
て
多
く
の
級
友
が
進
み
ま
し
た
。

私
は
体
力
に
自
信
が
な
く
軍
人
の
途
を
諦
め
て
、
卒
業
後
、

専
門
学
校
に
進
み
ま
し
た
。
そ
こ
を
卒
業
後
は
東
京
の
会
社
に

就
職
し
て
、
川
崎
市
に
て
下
宿
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
十
二

月
八
日
が
来
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
勃
発
で
す
（
当
時
は
大
東

亜
戦
争
と
呼
称
）

。

緒
戦
の
大
戦
果
が
発
表
さ
れ
る
や
、
全
国
民
の
熱
狂
的
興
奮

で
し
た
。
東
條
首
相
が
日
比
谷
公
園
に
現
れ
て
大
演
説
を
行

い
、
戦
勝
気
分
に
酔
う
国
民
は
絶
頂
に
あ
り
、
私
も
一
目
見
よ

う
と
人
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
東
條
首
相
を
目
撃
し
た
時
は
感
動

し
ま
し
た
。
今
も
あ
の
時
の
情
景
が
、
心
の
片
隅
に
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も
そ
の
年
に
（
昭
和
十
六
年
徴
集
）
徴
兵

検
査
を
受
け
、
第
一
乙
種
の
現
役
兵
で
し
た
。
昭
和
十
七
年
二

月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
日
ま
で
（
四
年
五
カ

月
）
軍
人
と
し
て
服
務
し
ま
し
た
。




